
基質は、同時に摂
取した生きた微生
物によって利用さ
れます。

シンバイオティクスは、2つのアプローチで処方されることが可能です。

宿主に健康上の好影響をも
たらす、生きた微生物と、宿
主の微生物*により選択的に
利用される基質を組み合わ
せた混合物です。 **

プロバイオティクス＋プレバイオティクスの混合物。そ
れぞれは独立で、1つまたはそれ以上の健康面での
好影響をもたらします。

相補的なシンバイオティクス 相乗的なシンバイオティクス

健康面での
好影響

相補的なシンバイオティクスにおけるプロバイオティクスとプレ
バイオティクスの成分は、プロバイオティクスとプレバイオティク
スの両方の最低基準を満たしていなければなりません。

相乗的なシンバイオティクスについては、健康面での好影響と、
同時に摂取した生きた微生物による基質の選択的利用が、同じ
試験で実証されなければなりません。

選択的に利用される基質と、健康効果をもたらす能
力で選抜された生きた微生物との混合物。相乗的な
シンバイオティクスを構成する成分は、協働して作用
することで健康面での好影響をもたらします。

シンバイオティクスは、腸管または
体内の腸管以外の微生物生態系
を標的とする可能性があり、（食
品、非食品、化粧品、医薬品、栄養
補助食品など）一連の規制カテゴ
リーに該当する製品に配合できる
可能性があります。

相補的及び相乗的シンバイオティクスの健康面での好影響は、
対象となる宿主において確認される必要があります。
健康面での好影響及び基質の選択的利用の両方について、一
つの試験で示す必要があります。

*	 ここでいう	“宿主	“の微生物とは、常在する微生物と外部から摂取された
微生物（プロバイオティクスなど）の両方を指し、いずれもシンバイオティク
スに含まれる基質の標的となりうるものです。

**	定義には、使用目的に対するシンバイオティクスの安全性が確立されてい
ることが含まれます。

共生を意味する‘Symbiotic’はシンバイオティクス(symbiotic)の同義語ではな
く、本内容には適しません。
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当初、シンバイオティクスの考え方は、プロバイオティ
クスとプレバイオティクスを合わせるというものでし
た。この考え方では、それぞれの成分がプロバイオテ
ィクスまたはプレバイオティクスの基準を満たす必要
がありました。

科学者たちは、シンバイオティクスを定義するにあた
り、革新的な製品がこの名称を使用できることを望
みました。そして、生きた微生物とプレバイオティクス
様の基質を組み合わせて、共に働くように設計するこ
と、つまり、基質が生きた微生物の餌となること、そし
て必ずしも「プロバイオティクス」や「プレバイオティ
クス」の定義を単独で満たさなくなくてもよいこと（
摂取量や健康面での好影響に関するエビデンス）、
が可能であることに気付いたのです。したがって、単
純にプロバイオティクスとプレバイオティクスの組み
合わせがシンバイオティクスの定義ではありません。

+

シンバイオティクスとは、もともと1995年に提唱された、プロバイオティクスとプレバイオティク
スを組み合わせたものを指す言葉です。2019年、科学者グループが集まり、この類のものの
具体的な内容を議論し、新しい定義を提案しました。

シンバイオティクス

プレバイオティクス
が、宿主の細菌叢中
の有益な微生物によ
って利用されます。

宿主の細菌叢が変化し
た結果、健康面での好
影響をもたらします。

選抜されたプロバイオテ
ィクスが、健康面での好
影響をもたらします。

宿主の細菌叢

基質は、宿主の細菌叢
によって利用される可
能性もあります。

生きた微生物が、
健康面での好影響
をもたらします。

宿主の細菌叢が、
健康面での好影
響をもたらすかも
しれません。
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健康面での
好影響

宿主の細菌叢


